	使わない心がけ「経皮毒、環境ホルモン」


■環境ホルモンの標的器官
1）甲状腺　2）副腎皮質　3）乳腺　4）生殖器官
5）腎臓、6）脳等
■経皮毒による影響があるといわれる病気
1）脳障害　2）アレルギー性疾患と皮膚病　3）癌　
4）生殖機能障害と次世代の子どもへの影響　⇒未来を奪う　5）肝臓障害　6）婦人病
■環境ホルモンの種類
1）農薬　2）医薬品－経口避妊薬　3）産業化学物質－合成洗剤、殺虫剤、化粧品、塗料、プラスチックス等　
4）ダイオキシン―塩素を含む有機化合物のうち、ポリ塩化ジベンゾパラジオキシン（PCDD）及ぴポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）の総称。毒性の異なる210種類　5）天然物質－大豆に含まれる成分　6）金属－鉛､水銀､スズ化合物
現状分析
・人間の脳には血液脳関門という関所があって脳を混乱させる物質の侵入を防ぐようになっているが､化学物質は脂肪にとけこんで脳に侵入してしまう。
・人間の脳は60％が脂肪成分からできていて､脂溶性の有害物質が取込まれると脳細胞はその影響を受けやすい。
・経皮毒はアルツハイマー病や若年性認知症､パーキンソン病､うつ病､学習障害､多動症､自閉症､適応障害、キレる子ども…等の脳の病気にも関係
・経口より経皮のほうが吸収率が高く､中でも肛門と性器の経皮吸収率が高いので、危険であることを承知しておく｡
・厚生労働省の調査（2002年）で小学生の20人に1人が学習障害、40人に1人が注意欠陥・多動性障害と発表

・子供たちの行動障害が増加している原因として、環境ホルモンの影響が指摘されている。

・子供たちの行動障害は脳内のセロトニンやドーパミンなどの神経伝達物質が減少し、脳内化学物質が正常に分泌されていないことによるものと考えられている。

・農薬や大気汚染、日用品のプラスティックなどは環境ホルモンを含む有害化学物質を含んでいる可能性が高い。
・日用品の中には石油から作られた有害化学物質が数多く含まれている。

・カップ麺やお弁当の容器に使われている発泡スチロールはスチレン樹脂（ポリスチレン）からできているが、このスチレン樹脂に含まれるスチレンモノマー（単量体）やスチレンダイマー（二量体）は環境ホルモンの疑いあり。

・ユニットバス、食器の素材ポリカーボネートに含まれるビスフェノールＡなども環境ホルモンの疑いあり。
・シャンプー､リンス、洗剤などには合成界面活性剤や溶解補助剤などのアレルゲン物質や環境ホルモン、発がん性物質が含まれている｡
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・経皮毒には自覚症状がないのが特徴で､気づかないまま少しずつ長期にわたって体内に蓄積されていく。しかし経皮吸収された化学物質が経皮毒となり病気を発症していても原因物質や過程がはっきりしないので､安全基準にはひっかからずに製品化され続けているのが現状｡急に普段使っている化粧品にアレルギーを起こし始めたり､洗剤の手荒れがひどくなったり､花粉症が出始めたりした場合､体内に有害化学物質が溜まってきている可能性あり｡

・日用品に含まれる化学物質は脂溶性のものが多く、毎日使い続けることによって皮膚細胞や乳房、子宮などの脂肪に蓄積され、皮膚ガン誘発の可能性がある。
・赤ちゃんのおしりふきシートには保湿効果を高めるためのプロピレングリコールがよく使用されている。プロピレングリコールは浸透力が高く運び屋の性質があるため他の有害物質を一緒に運んでしまう。
・電子蚊取りには農薬と同じ成分が含まれていて、除虫菊の花に含まれるピレトリン類や化学構造的に類似した合成化学物質でできており、神経毒の一種で即効的麻痺作用（ノックダウン効果）があるとされている。締め切った部屋の中で使っている電子蚊取りから揮発される殺虫剤濃度は野外で散布された農薬よりも高濃度
対　策⇒　重曹、クエン酸、酢酸の活用⇒　別　紙
■合成界面活性剤使用の洗剤は使わない
・石油から作られたものは生物の細胞膜を構成しているリン脂質を破壊するため、他の有害物質の侵入を簡単にしてしまう。そのため、皮膚障害や健康障害を引き起こす。
・合成界面活性剤は生分解性がよくないため、自然界の自浄作用を阻害し生態系を破壊してしまう危険な物質
・生分解性のよい環境に優しい安全な石けんを使い、石けんもできる限り使わないほうがよい。
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■合成界面活性剤－ラウリル硫酸ナトリウム､ラウリル硫酸Ｎａ(SLS)､ラウレス硫酸ナトリウム､ラウレス硫酸Ｎａ
保湿剤・乳化剤－プロピレングリコール(ＰＧ)、ジエタノールアミン(ＤＥＡ)
防腐剤－安息香酸、安息香酸塩､パラペン、パラフィン
酸化防止剤－エデト酸、エデト塩酸（ＥＤＴＡ）
着色料－タール系色素　　　
合成香料－その他､ラノリン､■ラベルをよく見て購入する。
■プラスティック製品を使わない　－食器、カップめん、お風呂用品など
■生理用ナプキンや紙おむつを使わない　－高分子吸収体や漂白剤が危険。布ナプキン、布オムツを使う。
■ごみを減らす｡分別｡家庭ゴミの約６０％が、包装容器
■農薬・除草剤・殺虫剤､ドライクリーニングの溶剤､電子蚊取剤も要注意。
■食品と環境ホルモン－魚介類､乳製品､肉類､卵､野菜､果物の生育場所や栽培方法から気をつけて選ぶ。
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.7

『使うな。危ない添加物』　
山本 弘人2006.33.16
目次－基本的にはクエン酸､重曹､石鹸､酢､塩
茶殻､卵の殻､ストッキング､新聞紙､米とぎ汁､みかん皮
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台所用品
・台所用洗剤
合成界面活性剤

・漂白剤－使うなら中性
白さ復活にはお塩が有効
合成界面活性剤

・食器－ポリカーボネート⇒環境ホルモン
　　　　プラスチック
　　　　樹脂モノマー
　　　　殺菌防腐剤､可塑剤､安定剤､酸化防止剤

・箸､お椀､お盆
　　　　塗料－フェノール樹脂､エボキシ樹脂など

・鍋－

　　　　アルミ鍋－調理時間が長いとき｡
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入れっぱなしにしない

　　　　酢や重曹を使うとき
洗濯用洗剤
・洗濯洗剤
合成界面活性剤－皮膚障害､臓器への障害､生殖異常

　ガン､染色体異常､自然界では分解しにくい､水生生物に対して環境ホルモン
　蛍光剤

・柔軟仕上げ剤

　７物質が指定－アルキルベンゼンスルホン酸
　　　　　　　　　ノニルフェノール､…

・洗濯機防カビ剤－クエン酸2.5カップで数回運転
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洗面所用品
・歯磨き粉－使わなくてよい

合成界面活性剤､殺菌防腐剤､保湿剤､

研磨剤､着色料､甘味料､香料
・歯ブラシ―抗菌コートされていないもの
・薬用石鹸､ハンドソープ―石鹸
合成界面活性剤､殺菌防腐剤､酸化防止剤､着色料､

保湿剤､着色料､乳化剤､保存料､香料
・洗顔料､クレンジング剤－石鹸
　　合成界面活性剤､殺菌防腐剤､保湿剤､保存料､

酸化防止剤､油性基剤､中和剤､香料

バス用品
・シャンプー／リンス／ボディーシャンプー

　　合成界面活性剤､殺菌防腐剤､保湿剤､着色料､

酸化防止剤､乳化剤､保存料､油性毒剤､香料
・入浴剤－重曹､塩､天然ハーブ
　　殺菌防腐剤､着色料､乳化剤､炭酸ナトリウム､

香料､樟脳､カンフル､メントール
・風呂用洗剤－お湯2.5リットルに対し重曹1カップ､
　　頑固汚れには石鹸
　　合成界面活性剤､泡調整剤､

｢まぜるな危険｣表示のあるもの
・カビ取り剤－換気､日々の掃除が大切｡
重曹と歯ブラシ､消毒用アルコール

　　合成界面活性剤､殺菌防腐剤､中和剤､泡調整剤

トイレ用品
・芳香剤､脱臭剤－換気扇､炭
・トイレ用洗剤－クエン酸､重曹､石鹸､サンドペーパー
合成界面活性剤､殺菌防腐剤､中和剤
化粧品－メイクしているときだけ石鹸
・スキンクリーム､乳液

　　合成界面活性剤､殺菌防腐剤､保湿剤､乳化剤､

酸化防止剤､保存料､着色料､酸化防止剤､保存料､

着色料､油性基剤､香料

・ファンデーション

　　合成界面活性剤が入った液体タイプを避ける｡

光沢／滑剤､合成界面活性剤､殺菌防腐剤､保湿剤

乳化剤､酸化防止剤､着色料､香料

・口紅､アイライナー―必要最小限の使用量にする
　　殺菌防腐剤､着色料､酸化防止剤､油性基剤､香料
・マニキュア､除光液－塗り替えは多くて３日に１回
・紫外線防止化粧品－化粧品に頼らず､帽子や日傘
　　ビタミン類を多く摂取
・整髪料－ジェル､ムース､ワックスとも危険－椿油
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・毛染め剤－ヘナ
・リップクリーム－オリーブオイル
・制汗スプレー
衣料品
・形状安定衣類

・ドライクリーニング―保管するときはビニール袋をはずす｡－有機溶剤

・防水スプレー

家庭用品
・家具－樹脂モノマー､殺菌防腐剤､防虫剤､塗料

・カーペット､カーテン

・おもちゃ

・抗菌文具

・防虫剤－樟脳
・殺虫剤－天然除虫菊の蚊取り線香､ホウ酸団子

住居
・畳
・フローリング

・壁紙－紙壁紙､布壁紙
・塗料
・合板､繊維板､パーティクルボード､集合材

・断熱材－天然
・屋外用製材－国産
・防シロアリ施工
電磁波－電子レンジ､携帯電話

たばこ
コーヒーや紅茶の出がらしを活用
シックハウス症候群
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/　
以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2012.3.1

「環境ホルモン(内分泌かく乱物質)」－便利で快適な現代生活に欠かせない日用品に含まれる一部の化学物質は、生体内に取り込まれると、ホルモン本来の働きを真似、かく乱することが明らかになってきた｡その影響は子孫を残す生殖系を直撃し、胎児の成長過程で回復不能なダメージを与え、次世代の未来を奪う－と多くの科学者が警告している。








『奪われし未来』、『環境ホルモンの恐怖』


『環境ホルモンから子どもを守る』








